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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 20,296 △3.1 △6 － 57 － 32 －
22年３月期第１四半期 20,955 △13.7 △378 － △364 － △335 －
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 0.95 0.94
22年３月期第１四半期 △9.86 －
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 52,128 12,825 24.6 376.96
22年３月期 48,853 13,201 27.0 388.03
（参考）自己資本  23年３月期第１四半期 12,797百万円 22年３月期 13,173百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － － － 5.00 5.00 
23年３月期 －  
23年３月期(予想)  － － 5.00 5.00 
（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
(累計) 

41,000 △5.2 0 － △100 － △150 － △4.41

通     期 94,000 5.5 800 300.9 600 526.5 500 209.4 14.72
（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：無 
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４．その他 （詳細は、【添付資料】P.３ 「２．その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 37,874,000株 22年３月期 37,874,000株
② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 3,923,860株 22年３月期 3,923,580株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期１Ｑ 33,950,193株 22年３月期１Ｑ 33,955,876株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期
決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続
が実施中です。 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (3)連
結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期におけるわが国経済は、輸出の増加などにより一部に景気回復の兆しが見られたも

のの、国内におけるデフレの進行や海外における金融市場の変動リスクなども影響し本格的な景気

回復に至っているとは言えず依然として厳しい状況が続いています。 

当グループの事業基盤であります水産、水産加工・流通、食品の各分野におきましても、消費者

の低価格指向や消費の低迷が続き引き続き厳しい状況下におかれました。 

この結果、第１四半期連結累計期間における売上高は20,296百万円（前年同四半期比3.1％減）、

営業損失は6百万円、経常利益は57百万円、四半期純利益は32百万円となりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

①食品事業 

食品事業におきましては、助子原料販売の一部減少により連結売上高は前年同期を下回りまし

たが、前期末において高単価の在庫を整理した凍魚販売が堅調に推移したことなどにより、営業

利益は前年同期を上回りました。 

この結果、売上高は12,807百万円（前年同四半期比7.8％減）、営業利益は23百万円となりまし

た。 

②海洋事業 

海洋事業におきましては、官庁船の受注増や海外旋網の受注が堅調だったことに加え米国内で

の陸上ネットの新規受注もあり、連結売上高ならびに営業利益ともに前年同期を上回りました。 

この結果、売上高は3,627百万円（前年同四半期比6.0％増）、営業利益は115百万円となりまし

た。 

③機械事業 

機械事業におきましては、大型豆腐プラントの受注や中華総菜プラント受注も堅調に推移した

ことなどより、連結売上高ならびに営業利益ともに前年同期を上回りました。。 

この結果、売上高は1,521百万円（前年同四半期比7.1％増）、営業利益は98百万円となりまし

た。 

④資材事業 

資材事業におきましては、化成品事業の特殊フィルムや農業用フィルムなどの受注増により、

連結売上高ならびに営業利益ともに前年同期を上回りました。 

この結果、売上高は2,242百万円（前年同四半期比6.2％増）、営業利益は35百万円となりまし

た。 

⑤バイオテイックス事業 

バイオティックス事業におきましては、売上が伸び悩み連結売上高ならびに営業利益で前年同

期を下回りました。 

この結果、売上高は57百万円（前年同四半期比16.4％減）、営業損失は5百万円となりました。 

⑥その他 

その他の事業といたしましては、不動産の賃貸、生命保険および損害保険の代理業を行ってお

り、売上高は39百万円（前年同期比13.7％増）、営業利益は18百万円となりました。 

 

なお、アルミ船事業を行っていたニチモウクラフト有限会社を清算することとし、特別損失とし

て子会社整理損41百万円を計上いたしました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は52,128百万円（前連結会計年度比6.7％増）とな

りました。 

総資産の増加は、主としてたな卸資産及び売上債権並びに前渡金の増加によるものであります。 

（総負債） 

当第１四半期連結会計期間末における総負債は39,303百万円（前連結会計年度比10.2％増）と

なりました。 

総負債の増加は、主として短期借入金の増加によるものであります。 
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（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は12,825百万円（前連結会計年度比2.8％減）とな

りました。 

純資産の減少は、主として配当金の支出及びその他有価証券評価差額金の減少によるものであ

ります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,839百万円（前年同期は3,310

百万円）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の1,642百万円の増加、たな卸資産の1,482百

万円の増加、前渡金の609百万円の増加等により4,104百万円のマイナス（前年同期は2,115百万円

のマイナス）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、短期貸付金の貸付による支出890百万円等により346百

万円のマイナス（前年同期は419百万円のマイナス）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の借入の純増4,269百万円等により3,924百

万円のプラス（前年同期は3,014百万円のプラス）となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、前回公表（平成22年５月14日）いたしました業

績予想に変更ありません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しており

ます。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計年度末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期

間按分する方法によっております。 

④ 法人税等の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

②「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、

当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しておりま

す。 
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３．四半期連結財務諸表
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期
連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,702 4,296

受取手形及び売掛金 15,883 14,250

商品及び製品 14,065 12,441

仕掛品 662 621

原材料及び貯蔵品 2,232 2,403

繰延税金資産 30 22

その他 3,063 1,987

貸倒引当金 △151 △163

流動資産合計 39,490 35,858

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,801 6,794

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,970 △4,932

建物及び構築物（純額） 1,831 1,862

機械装置及び運搬具 4,004 3,996

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,055 △3,033

機械装置及び運搬具（純額） 949 963

工具、器具及び備品 546 543

減価償却累計額及び減損損失累計額 △477 △471

工具、器具及び備品（純額） 69 71

土地 2,270 2,269

建設仮勘定 82 68

有形固定資産合計 5,203 5,235

無形固定資産

のれん 13 14

その他 124 71

無形固定資産合計 138 85

投資その他の資産

投資有価証券 6,039 6,283

長期貸付金 346 438

破産更生債権等 1,729 1,711

その他 746 751

貸倒引当金 △1,589 △1,538

投資その他の資産合計 7,273 7,646

固定資産合計 12,614 12,967

繰延資産

社債発行費 23 27

繰延資産合計 23 27

資産合計 52,128 48,853
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(単位：百万円)

当第１四半期
連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,038 8,918

短期借入金 20,529 16,260

1年内償還予定の社債 125 125

1年内返済予定の長期借入金 1,245 1,322

未払法人税等 38 82

賞与引当金 186 348

事業構造改善引当金 143 143

その他 731 851

流動負債合計 32,039 28,051

固定負債

社債 3,750 3,750

長期借入金 2,509 2,605

長期未払金 77 77

繰延税金負債 177 349

退職給付引当金 400 386

役員退職慰労引当金 72 146

負ののれん 148 159

その他 128 125

固定負債合計 7,264 7,600

負債合計 39,303 35,652

純資産の部

株主資本

資本金 4,411 4,411

資本剰余金 22 22

利益剰余金 9,623 9,761

自己株式 △1,115 △1,115

株主資本合計 12,941 13,079

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 528 777

繰延ヘッジ損益 △57 △24

為替換算調整勘定 △614 △657

評価・換算差額等合計 △143 94

新株予約権 27 27

少数株主持分 0 0

純資産合計 12,825 13,201

負債純資産合計 52,128 48,853
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(2) 四半期連結損益計算書
（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 20,955 20,296

売上原価 19,484 18,510

売上総利益 1,470 1,786

販売費及び一般管理費 1,849 1,792

営業損失（△） △378 △6

営業外収益

受取利息 17 10

受取配当金 95 91

持分法による投資利益 9 89

その他 71 29

営業外収益合計 194 220

営業外費用

支払利息 128 131

その他 51 26

営業外費用合計 180 157

経常利益又は経常損失（△） △364 57

特別利益

貸倒引当金戻入額 34 8

役員退職慰労引当金戻入額 － 8

特別利益合計 34 17

特別損失

子会社整理損 － 41

ゴルフ会員権評価損 2 －

特別損失合計 2 41

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△331 33

法人税、住民税及び事業税 13 11

法人税等調整額 △9 △10

法人税等合計 3 1

少数株主損益調整前四半期純利益 － 32

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △335 32
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△331 33

減価償却費 98 93

のれん償却額 15 0

負ののれん償却額 △10 △10

繰延資産償却額 3 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △143 △162

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33 △60

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 37

受取利息及び受取配当金 △101 △90

支払利息 128 131

持分法による投資損益（△は益） △9 △89

ゴルフ会員権評価損 2 －

有形固定資産除却損 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △83 △1,642

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,081 △1,482

前渡金の増減額（△は増加） △539 △609

前受金の増減額（△は減少） △106 △199

仕入債務の増減額（△は減少） 1,299 119

割引手形の増減額（△は減少） 11 △0

その他 △227 △109

小計 △2,074 △4,038

利息及び配当金の受取額 115 101

利息の支払額 △122 △112

法人税等の支払額 △34 △55

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,115 △4,104

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12 △24

定期預金の払戻による収入 6 103

有形及び無形固定資産の取得による支出 △190 △101

投資有価証券の取得による支出 △2 △94

投資有価証券の売却による収入 0 －

短期貸付けによる支出 △450 △890

短期貸付金の回収による収入 152 560

長期貸付けによる支出 △3 △10

長期貸付金の回収による収入 72 103

その他 8 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △419 △346
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,655 4,269

長期借入れによる収入 619 177

長期借入金の返済による支出 △82 △352

社債の償還による支出 △10 －

配当金の支払額 △167 △170

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,014 3,924

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 474 △519

現金及び現金同等物の期首残高 2,835 3,358

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,310 2,839
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 

 
食品事業 

(百万円) 

海洋事業 

(百万円) 

機械事業

(百万円)

資材事業

(百万円)

バイオテ
ィックス
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高     

(1)外部顧客に対す
る売上高 

13,898 3,422 1,420 2,110 68 35 20,955 － 20,955

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

－ 163 － － － － 163 (163) －

計 13,898 3,585 1,420 2,110 68 35 21,118 (163) 20,955

営業利益又は営業損
失(△) 

△67 △26 △2 10 10 16 △58 (319) △378

 

【セグメント情報】 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第20号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っております。 

当社グループは食品、海洋、機械、資材、バイオティックス等の複数の事業を営んでおり、そ

の事業区分ごとに当社及び当社の連結子会社が単一もしくは複数の事業に従事する事業活動を展

開しております。 

したがって、当社グループは事業別のセグメントから構成されており、「食品事業」、「海洋

事業」、「機械事業」、「資材事業」、「バイオティックス事業」の５つを報告セグメントとし

ております。 

「食品事業」は、すりみ、鮮魚、冷凍魚、魚卵、切身加工品、魚卵加工品、くん製加工品の製

造・加工・販売を主な事業としております。「海洋事業」は、底引漁具、旋網漁具、養殖用資材、

船体、船用機器、船用品の製造・加工・販売を主な事業としております。「機械事業」は、食品

加工機械の製造・加工・販売を主な事業としております。「資材事業」は、塩化ビニールシート、

ダンボール、紙器、農畜資材の販売を主な事業としております。「バイオティックス事業」は、

発酵大豆製品、健康食品の製造・加工・販売を主な事業としております。 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
食品事業 海洋事業 機械事業 資材事業

バイオテ
イックス
事業 

計 
その他 合計 

売上高  
 

 

  外部顧客への売上高 12,807 3,627 1,521 2,242 57 20,256 39 20,296

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 133 － － － 133 － 133

計 12,807 3,761 1,521 2,242 57 20,390 39 20,429

セグメント利益又は損
失（△） 

23 115 98 35 △5 267 18 286

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を営んでおり

ます。 

 

３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差額調整に関する事項） 
（単位：百万円） 

利  益 金  額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

全社費用 

267

18

△292

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △6

(注) １ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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